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天草下島西端の地質およぴ北西九州の変成岩＊

服部仁＊＊礒見博＊＊＊
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Abstract

　　　　　　　　　　　Metamorphic　rocks，ultramaHcs，gabbros　and　granitic　rocke　are　the　main　lithologic

　　　　　　£acies　of　the　pre．Tertiary　in　northwest　Kyushu，Metamorphic　rocks　called　the　Nagasaki

　　　　　　Metamorphic　Rocks　are　mainly　composed　of　crystalline　schist～including　recognizable　por－

　　　　　　phyroblastic　albite　with　the　unaided　eye，and　crop　out　in　the　Nish圭sonogi　Peninsula，Nomo

　　　　　　Peninsula　and　westernmost　Amakus我一shimoshima，and　the　se＆且oor　surrounding　the　l＆nd

　　　　　　areas（Fig。1）。

　　　　　　　　　　　In　the　west　Nishisonogi　Peninsula，the　granitic　rocks（homblende－biotite　granodiorite

　　　　　　with　fbliation　ofnuidal　structure　trending　N300W）never　intrude　the　Nagasaki　Metamorphic

　　　　　　Rocksラand，are　exposed　directly　on　the　west　of　the　Yobikonoseto　Fault　with　several　lO　meters

　　　　　　wide　mylonite　zone　which　runs　arcuately　f士om　a　N－S　to　NNW－SSE　direction．Towards　the

　　　　　　south，in　the　Nomo　Peninsula　the　granitic　rocks　intrude　the　Nagasaki　Metamorphic　R。ocks

　　　　　　｛brming　a　small　stock，and　the　Yobikonoseto　Fault　can　not　be　traced．The　Yobikonoseto　Fault

　　　　　　is玉nterpreted　to　be　of’hinge－type　dislocation・

　　　　　　　　　　　Original　strata　of　the　Nagasaki　Metamorphic　Rocks　are　th孟ck　shale　and　sandstone

　　　　　　｛brmations　intercalated　by　severaUO　meters　thick　quartzose　rocks　and　green　rocks．A　large

　　　　　　amount　ofserpentinite　masses　are　exclusively　included　in　the　north　Nishisonogi　Peninsula　and

　　　　　　the　Nomo　Peninsula．．

　　　　　　　　　　　In　westemmost　Amakusa－shimoshima，the　Nagasaki　Metamorphic　Rocks　consist　of

　　　　　　crysta11ine　sch豊sts　derived　f士om　about600m　thick　sedimentary　sequences．The　schists　are

　　　　　　coarse－grained　and　always　contain　various　porphyroblasts　such　as　albite，gamet，muscovite

　　　　　　and　stilpnomclane1n　which　minutegrains　ofmetamorphic　minerals　are　included　andsomeshow

　　　　　　helicitic　texture（Table1）．Porphyroblastic　alkali　amphibole（crossite〉is　mantled　by　thin　zone

　　　　　　of　subcalcic　amphibole　（barroisite），　and　the　compositional　change　is　sharp　and　abrupt

　　　　　　（Appendix3）。At　the　southem　end　of　this　Amakusa－shimoshimaarea　granite　pegmatite　and

　　　　　　homblende　gabbro五ntrude　a　quartzose　schist．Biotite－bearing　microcline．muscovite　pegmatite

　　　　　　intrudes　obliquely　or　along　the　schistosity　of　the　quartzose　schist　which　becomes　very　coarse－

　　　　　　grained　and　has　g呂met　porphyroblasts　reaching6mm　across・Judging　f｝om　the　petrographic

　　　　　　characteristics　such　as　rapid　growth　of　various　porphyroblasts　and　inclusion　minerals　in　the

　　　　　　porphyroblasts，the　metamorphic　conditions　are　divided五nto　the　first　stage　of　the　Iower

　　　　　　greenschist£acies（close　to　91aucopha．ne　schist　facies）　and　the　second　stage　of　the　upPer

　＊特別研究“北西九州周辺海域の墓盤岩の研究”の一環として，昭和46年7月29日～8月3日熊本県天草下島において行った現地調査の結果をとりま

　　とめたものである．

＊＊地質部
＊＊＊海洋地質部
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greenschist　facies（close　to　epidote　amphibolite伍cies）（Table2）．

　　At　the　second　stage，certain　igneous　intrusion（granitic　pegmatite）has　played　a　role　in

raising　temperature　fbr　porphyroblast　fbrmation、These　observations　may　throw　doubt　on　the

currently　accepted　theory　that　the　fbrmation　ofcrystalline　schists　oflow－temperature　and　high－

pressure　type　metamorphism　has　no　genetic　connection　with　contemporaneous　granitic

intrusion，though　further　detailed　studies　need　to　be　made　on　the　granitic　stocks　in　the　Nomo

Peninsula　or　elsewhere．

　　At　the　Ogase　islets　l　km　west　ofF　the　coast，homblende　g我bbro　is　intruded　by　quartz－

diorlte－granite　porphyry　dyke．The　gabbro　commonly　has　Huidal　structure　and　occasionally

contains　fragments　ofamphibolite・These　rocks　fbrm　a　suite　ofgabbro－granite　complex，and　the

complex　is　strongly　mylonitized　too，Probably　the　Ogase　islets　are　located　in　a　structural　zone

which　captures　fピagmental　anciellt　basement　rocks．

要　　旨

天草下島における長崎変成岩類は種々斑状変晶の目立

つ結晶片岩であり，原岩の層厚は約600mと推定される・

おもに黒色片岩からなり，中部層以下に層厚数10mの石

英片岩，緑色片岩およびレンズ状石灰質片岩の鍵層を含

んでいる．マクロにみて，走向NNE－SSW，傾斜20－30。E

の地質構造を示し，北部の分結脈や南部の花闇岩ペグマ

タイト貫入区域では，摺曲軸などの構造が乱されている・

斑状変晶中の微粒包有鉱物を識別することにより，変

成作用をステージ1と2に区分した．後者には花闇岩類

の貫入・上昇が関与したため緑れん石角閃岩相に近い緑

色片岩相に変成度が増進したと結論した．

　また，北西九州における長崎変成岩類・花嵐岩類・は

んれい岩複合岩体と基盤岩の諸問題についても論じた．

1．はじめに

　九州西端の狭い地域に散らばって露出する結晶片岩の

帰属に関して，v・RlcHTHoFEN（1903）1こよるNagasaki

Dreiecke（長崎三角地域）を始めとして，YABE（1917）

　　　　　　　　　　　　　　　　　そのきの“南への地塊移動”説KOBAYASHI（1941）の“彼杵轡

曲”など多くの見解が述べられている．

最近，広川（1976）はこれら結晶片岩のほかに肥後変

成岩の問題も含めて，西九州における三郡帯・領家帯お

よび三波川帯の延長問題についてその研究史をまとめ，

加えて新しい観点から自らの所見を提出した．すなわ

ち，　r長崎付近の結晶片岩は三波川帯の延長であって，

ある時期には三波川帯の南縁は松山一伊万里線付近にあ

ったものが，白亜紀前の大変動により相対的に南に屈曲

・移動し，三波川帯主要部から切り離され孤立したも

の」というのである．

　筆者らは天草下島西端の結晶片岩および離島の調査を

行ったので，本文でその概要を報告するとともに，近年

公表された周辺海域地質図（木村ほか，1975）をも参考

にしつつ，九州西端の先第三系地質に関して若干の考察

を行ってみたい．

　　　　　　　2．地質の概要
　　　　　　　あまくさしもしま
本地域は，熊本県天草下島の中西部に位置し，南北約

7・5km，東西5kmに広がる（第1図）・西側では断崖絶

壁の急斜面が連続し，外洋の天草灘の海に落ち込み，東

側は東へ緩傾斜する地形を示している．

急峻な西側斜面の西方海上1kmには大ガ瀬が，また

その南方で，陸から約2kmの沖合には小ガ瀬が海面か

ら突出している（第3図）。

本地域の北部天草町高浜付近から南部の天草町大江に

かけて，粗粒の結晶片岩が露出し，ほぼ南北方向にのび

東方へ緩傾斜する地塊をなし，その上堅固な石英片岩が

骨格を作つているため，西側が急峻という特徴のある，

一種のケスタ地形になっている（第2図断面図）．

　本地域の地質は，納富（1930）によって詳しく記載さ

れた．その後，結晶片岩については自在丸（1937a，b，

c），橘（1967a，b），田村（1968），また結晶片岩と断層で

接する上部白亜系の姫浦層群については，最近のMIKI

（1972）に至るまで多数の研究が発表されている．

　結晶片岩をどの変成帯に所属させるかの議論は別の問

題として，呼称については次のような提案があった．

　・長崎変成岩類一唐木田ほか（1969）；橘（1955）が西

　彼杵半島と野母半島の結晶片岩を一括して呼んだの

　が始まりであり，唐木田ほか（1969）はこの名称に

　天草下島の結晶片岩も加えることにした．

　・高浜変成岩類一田村（1968）

　・九州西端変成地域一都城（1965，p402－403）

　筆者らは以前これらの結晶片岩の分布地域を西彼杵帯
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　　　第1図　北西九州の地質構造区分と天草下島の位置を示す図

Map　showing　geotectonic　divisions　of　northwest　Kyushu　and　westemmost

Amakusa－shimoshima　whick　is　enclosed　in　a　square　with　an　arrow．

④＝Yobikonoseto　fault（呼子ノ瀬戸断層），⑧：Ainoshima　fault（相ノ島断層），N：Nishisonogi

zone（西彼杵帯），A＝Ainoshima　zone（相ノ島帯），G：Goto　zone（五島帯），T：Tsush孟ma　zone

（対馬帯）

1：Takabo－yama（高帆山），2：Akakubi（赤首），3；Mitsuse（三ツ瀬），4：Kabashima（樺島），

5＝Mogi（茂木），6＝30km　north　ofKoshiki→ima（甑島30km北方），Ajisone（鰺曽根）

Compilation　based　mainly　on　IsoM：et　aL（1971）and　K－MuRA　e色aL（1975）。

（第1図N帯）と呼んだが（礒見ほか，1971），これと同

義語とみなされる唐木田ほか（1969）による総括的な名

称長崎変成岩類を本文では用いることにしたい．

　大ガ瀬は納富（1930）によると結晶片岩に塗色されて

いるが，今回の調査でははんれい岩複合岩体からなるこ

とヵ弐半口った．

　小ガ瀬は納富（1930）の区分通り上部白亜系の堆積岩

からできている．

　大ガ瀬と小ガ瀬の両者がともに波浪巌をけずる外洋で

峻立しているのは，風化侵食に耐える岩質が残存してい

ることによるのであろう．前者は珪長質貫入岩体，後者．

は礫岩・砂岩が骨格を作っている．

　姫浦層群と長崎変成岩類との境界は，断層1カ所確認

したのみで（第3図中438），他はすべてMIKI（1972）に

従った．

　この地域の北方にはわが国陶石原料主要産地の一つ，

天草陶石の採掘場が沢山ある．本地域北部においてもそ

の支脈とみなされる流紋岩脈がNNE－SSW方向に貫い

13一（667）



地質調査所月報（第27巻第10号）

o

ぐ裂

）

　　　N

．＿L、

．遙

、
㌧、
’“

　［置
　1【■

　覧、
し　こ

　しい1聖』

、燃

蕪
監いll

　　　　団
1継

鎗
’　　・甲．

　臼　■

A

or
し

／

∪

　り
咳　　　‘　　■　　ド　　ド
　　ド　　ロ　　ロ　　　ド　　臼甲　，■
　　，

　　　　！ダ胴

，、懇

／

ノ
’

￥

o

Q
畢く、［5’一
！　ノ　（　で
’　　！

　（
　’，

　　ノ
　／
　‘

　㌧
　㌧

　1

　’
　1

　監

　、l

l乃I

　l、

究6　、

、

　、

｝

　lI
つ
‘1

　［

　し

、

　戸
　Jr’
、、’

’”

翻
¶

ρ

　’

1
　　ノ
ノ

1　／　ブ

　／！幌
　！

’　！

／

　　　∫．

る ｝’を　　　　1

　　ぺ　￥　、　1

　1　1　1
　■　　　　！
　　ノ乞ノ／．二㌔．
　『　！．ゴ；ち

q蟹
　　　　　［　　＼　　、
　　￥　　￥

　　　■

　　29
　ノ！、

．1！

、ノ　　／　／．

　　／　／　，

　1　／／、
　　　　甲

’
B

回鍵6　／　1　ひ：｛　1／

鍔・知，／

　　　　／　　／
　　／△／　／　／
　／　／　　／　　／

　　／　　／　　／
　　　　　　！　　r　　／　　　　　　／
　　　　　／　　1　■　　　　　　／

　　　ノ　ー、ノ　！　　　／　／
　　　ノμ！1／
　　　　　　　r；：駿『ま”窯…　　！f

　　　　　／　／
　　　　　　　　1　　、＿＿ノ　　ノ
　　　　　　　　1　　　　　　／　　　　　　　1

　　　　　　／論一一ノ

　　、“’／／　／
　、、、わ　　　／／
一・、、歎　5・！！，
o

03’

lr：

ノ

・囎
／／

！　 ！！

／！

／

／

！

／・
圖1・
圃9
國・
圃・
図・
國・
國千
國3
國・
國1

A
＼鴨ミ赴ミsこii lB5％le》gし

　　　　　　　　　　第2図　天草下島西端地域の地質概念図と断面図

Simplified　geologicmap我nd　two　cross　sections　ofthewestemmostAmakusa－shimoshima　area．

1＝9raPhite－bearing　black　schist（石墨を含む黒色片岩），2：1imestone・derived　calcareous　schist（召灰岩起源の石

灰質片岩），33green　schist（緑色片岩），4：quartz　schist（石英片岩），5；pale－green　schist（淡緑色片岩），

6＝homblende　gabbro（角閃看はんれい岩），73granit三c　pegmatite（花嵐岩質ペグマタイト），8：Upeer　Cretaceous

Himenoura　Group（上部白亜系姫浦層群），9：rhyolite　dyke（流紋岩岩脈），10：肱salt　dyke（玄武岩岩脈）
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天草下島西端の地質および北西九州の変成岩（服部　仁・礒見　博）
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第4図　原岩の堆積相・層序を示す結晶

　　　　片岩の柱状図

A　columnar　section　of　the　crystalline

schists　showihg　the　original　sedimen－

tary　sequences．Keys　are　of　the　same　as

those　in　Fig。2。

第3図　天草下島西端地域，大ガ瀬および小

　　　　ガ瀬における試料採集地点を示す図

Mapshowingsamplingsitesinthewestemmost

Amakusa－shimoshimaareaandthe　Ogase（Og）

and　the　Kogase（K）islets。

　　　T：Takahama（高浜）10e＝Oe（大江）

ており，また本地域の南部では玄武岩脈もみられる．

3・長崎変成岩類

　南北約7km，東西約2kmの細長く南北にのびた地域

に露出する。高浜の町から南下し大江に抜ける道路で

は，石墨を含む泥質・砂質堆積岩を起源とする黒色片岩

が分布し，NSないしNNE－SSWの走向と東への緩傾斜

をもつ単調な片理構造（原岩の層理面）で特徴づけられ

る．

　これに対して，海岸側の斜面においては，多様な岩相’

がみられ，構造も一様でなく変化にとんでいる．長崎変

成岩類分布域の中央部は標高300m前後の山地が南北に

のび，これに平行に石英片岩が露出する．

　3．1岩相と麟序

　本地域の中央部をほぼ南北に石英片岩が走っている．

この石英片岩はしぱしば折りたたみ摺曲をしているので

正確な厚さは測り難いが，薄層の緑色片岩・黒色片岩の

爽みを含めて数10mに達するものとみなすことができ，

直上の淡緑色片岩1）とともに，地質構造解析の鍵層にな

る．

　全層厚は第4図に示すように約600mに及ぶものと推

測される．黒色片岩が優勢のなかで，下部300mに石灰

岩，石英片岩，緑色片岩および淡緑色片岩が挟まれる．

上部約250mの黒色片岩は実際よりも厚く見積り過ぎて

いるかも知れない．

　2層認められる石英片岩のうち，下方の薄い石英片岩

は緑色のchloriteを沢山含むため淡緑色を呈したり，あ

るいはalkali　amphibole斑状変晶（第3図450）を含みゴ

マ塩状になっている．その直下の緑色片岩や石灰岩レン

ズの層準近くの結晶片岩（黒色片岩・緑色片岩ともに）に

は，肉眼で容易に識別できるくらい粗粒のstilpnomelane

斑状変晶が多く産出する（第3図，428，444，445）．

　石灰岩レンズは厚さ15－40cmで，層厚10mくらいの

間に3－4層入っているが，第4図に示す黒色片岩の中ばか

りでなく，直上の数mの緑色片岩内にも認められること

がある（441）．

　高浜港付近のstilpnomelane粗粒斑状変晶（428）は長

径6－10mmにも達し，＆1bite－stilpnomelanerockまたは

stilpnomelane　rockともいえる濃集体となり片理面（原岩

1）　白雲母を多量に含むため岩石は優白質で絹光沢を示し，また若干の

緑泥石を伴うので淡緑色にみえる・石英片岩から区別したのは，原岩

がチャートではなく・流紋岩質の火砕岩かあるいはチャートと異種岩

石との混合物の可能性が予想されるからである．
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の層理面）に平行に成長する場合もあるが，片理面を切

るものもしばしば認められる．しかし，どちらの場合

も，stilpnomelaneを含むalbite（士calcite，quartz）の分

結脈ペグマタイトというべき産状を示している．

　本地域の南端（第3図，433，439）では，はんれい岩

が貫入し，原岩の構造は乱れている．ここには橘（1967

a）が記載したペグマタイト脈起源とされたmuscovite巨

晶2）を含む結晶片岩がある．筆者らの観察では，この結

晶片岩は径数mmのgamet粗粒斑状変晶を含む砂質岩

源の黒色片岩であり，花闇岩ペグマタイト質部分は片理

面（原岩の層理面）に平行に入ったり，片理面を切る形

でできていることもある．しかし，地質図上に表現でき

るほとんど広く分布しない．はんれい岩と花崩岩ペグマ

タイトとの前後関係および両岩体の大きさは確認できて

いない．しかし，後で述べるように，はんれい岩は結晶

片岩との接触部において急冷相を作り，しかも花闇岩ペ

グマタイトが受けたと同じ変形作用も受けていることか

ら，はんれい岩が先に貫入し，引続いて花嵩岩ペグマタ

イトが貫入し，この区域の変成温度を高めたらしい．

　3．2地質構造
　層厚数10mの石英片岩，下部の薄い石英片岩と緑色片

岩，および石灰岩レンズを鍵層として追跡し，特徴的な

岩相分布を中心にまとめたのが第2図の地質図である．

　東半分では単調な東への緩い同斜構造（20」300）を示

し，中央部でもまた単調でほぼ水平から西へ10。位傾く．

これらの区域の摺曲軸はほとんどがN40－60。Wへ5－15。

落し，あるいはS50－60。Eへ15。落す要素をもち，とき

には，N50－70。Eへ150落す摺曲軸も認められる．地層

面が大きくうねることは少なく，局部的にクランク状，

つまりSまたはZ字形に折れ曲る波形で，軸面は地層面

に30－45。斜交する。折れ曲りの規模は数10cm程度である

（第5図a）。

　北部の高浜の町周辺2km，すなわち高浜の湾を挟む北

側の無人燈台付近（第3図，440）から南側の漁港にかけ

ては，鋭角に折りたたむ摺曲によって地層が立ってい

る．摺曲軸は地点423ではN20。Eへ40。落し，波長2－30

cm，波高（振幅の半分）50cm以上（Plate12－1），地点

444ではN400Eへ400落し，波長L5m，波高3m以上
である（第5図b，Plate12－2）・この区域では，以上の摺

曲軸（地層の摺曲形態を規制する）のほかに，同一面内

において，N50－70。Eへ5－15。落す細かいスケールの摺

曲軸も観測されることがある．

　推定断層で区切った南部の約2kmの範囲では，地層

面が大きくうねることはなく，ほぼ同斜構造をもち，局

所的にSやZ字形の変形がみられる．変形の波長は数

cm程度で，摺曲軸はS400Wへ20。落しとなっており，

2）K－Ar年令は89m・y・である（橘，1967b）

　　　勿’●

，卿●

　　　　　　　　　　　　じ　
ち　　　

　　　　　　　　　　　o　・。、　∂．9　　　　　　・，　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ．’　　　　し　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ　ク　　　ら

　　　　　’・　・。号’．・。こ3、㌦　．究．　嚇一・
　　　　　　　　　　びじ　し　　　ゆ　　　　　ヨ　　　　　　　　　　　し　　　　　　　じり　　　リ　ロ　　　　　　　　　　　　う　　　　　　　　　　　　ク
袖、～｝一、・4一一一”．、．・論

⊥　　　　　　　　　『’ ／

h鱒甲B

C ◎ 』

第5図一a　黒色片岩（A）および緑色片岩㈲互層の一部

がZ字形に摺曲し，軸面（C）に沿ってわずかに差動し

ている．

Asimplefbldedpattemofanaltemationofgraphite－
bearing　black　schist（A）and　green　schist（B）with

a　minor　slip　along　the　axial　pl＆ne（C）（農52）。

第5図一b　石英片岩中のマンガン鉱に富む層の摺曲
（Plate12－2参照）

Same　as　Plate12－2
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高浜付近と対照的にほぼ逆に向いている．さらに花嵩岩

ペグマタイトとはんれい岩の貫入している周辺ではSlO。

Eへ10。落しの摺曲軸をもち，本地域内の他区域と全く

異なった傾向を示している．

　斑状変晶が比較的細粒のため肉眼で認められない場

合，一般に異なる2－3方向の摺曲軸が観察される．　とく

に数mm以下のいわゆるちりめんじわは顕著なのである

が，前に述べた波長数10cm以上の摺曲の構造解析の結

果のようには，軸方向の規則性や分布域は確かめられな

かった．

　マクロにみると，本地域の地質構造はほぼ中央部を頂

点として，地層が東へ20－30。傾き，西へは水平からいく

らか西へ50位，北へは数度位，南へは20。傾く，あたか

も二枚貝の貝殻を伏せた形状にたとえられるような構造

と解される．とくに北部では分結脈とstilpnomelane粗

粒斑状変晶，南部では花崩岩ペグマタイトやはんれい岩

が貫き，貝殻の両端で裾をめくり上げるように，相対的

に隆起しているのである．摺曲軸からみると，きわめて

複雑であるが，N50－70。Eへ15－20。落す摺曲軸とN40。

W方向のゆるい摺曲軸で代表される2つの摺曲構造が，

本地域の地質構造全体を規制しているようにみえる．北

部と南部における摺曲軸の乱れは局部的なものであろ
う．

　3・3鉱物組合せと変成作用

　本地域内の結晶片岩は，中央部から南にかけてやや細

粒であるが，大抵肉眼で識別可能な斑状変晶をもってい

る．斑状変晶はalbiteのほか，　amphibole，stilpn・me－

1ane，chlorite，muscoviteなどもみられる（第1表）・

　結晶片岩の変形構造が比較的単純な東半分と中央部で

は，顕微鏡下での組織も単調なごく普通の典型的な結

晶片岩の片状組織であって，なかには石英の波動消光す

ら軽微であり全体がモザイク状組織を示すものもある

（Plate15－1，449）．

　斑状変晶は通常長径0．5－2mm位であり，マトリック

スの細粒結晶と区別のつかない位小さい場合も認められ

る。まれに5－10mmに達する斑状変晶もみられる．こ

の斑状変晶を本文では粗粒斑状変晶と呼んで区別してい

る，

　　　　　第1表　天草下島における長崎変成岩類中の種々斑状変晶に含まれる微粒鉱物の組合せ

Mineral　assemblages　ofminute　Inineral　grains　enclosed　In　various　porphyroblasts　in　the　Nagasaki　Metamorphic

Rocks　ofAmakusa－shimoshima．

Host　Minera1 Inclusion Rock　Type Sample　No．

Albite＊1

sphene，st三1pnomelane，alkali　amphibole

sphene，alk呂li　amphibole，epidote，chlorite

graphite，chlorite

sphene，quartz，epidote

B
G
B
q

428

447

451

452

Calcic　amphibole alkali　amphibole G 447

Calcitc muscovite，chlorite，calcic　amphibole G＊2 428

Epidote garnet，biotite，quartz，albite q 439＊3

Gamet
quartz，albite，biotite，sphene，muscovite

sphene q
q

439＊3

441

Muscovite stilpnomelane q
q
q
B

441

443

448

449

Qμartz dusty　core・and丘esh　clear　margin ¢＠醗⑪鵡

Stilpnomelane sphene q 444，428

（Rock　type〉B：graphite－bearing　bl乱ck　schist；G3green　schist；Q；quartzose　schist；C＝calcareous　schist．

＊1　Albite　porphyroblasts　are　of祉en　embedded　in　the　matr五x　with　mosaic　texture，but　do　not　always　include　minute　grains．Epidote　is

　clinOZQisite．

＊2　Limestone－derived　schist　in　which　c＆lcite　recrystallized　in　thdatest　stage　ofquartz－calcite　vein　fo㎜ation　too．

＊3　Pegmatitic　material　has　been量ntroduced　and　subjected　to　Iater　retrograde　recrystallization．
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　斑状変晶の中には多種類の包有鉱物が残存し（第1

表），しばしばヘリサイト状組織も観察される（Plate15－

2，444）．また斑状変晶に明瞭な異常構造が認められる

ことがある．すなわち，alkali　amphib・1eを含む石英片

岩（450）では，菱形の自形状紫色alkaliamphibole（cro－

ssite）の外縁部が緑色ホルンブレンドに近い色調を呈し

ている（Plate17－1）。両者は漸移関係というのではなく，

2唱μm　というわずかな距離の間で急激な組成変化を行

っている（内部は均質でほぼG1一成分60－65％からな

り，外縁部は30％へ低下，ApPendix3，第9図）．

　したがって，同一薄片内の限られた短い距離内でも，

ときには10μmオーダ以内でも，変成岩の鉱物組合せは

2つのステージに区分することができる．第1表から判

るようにほぼ本地域全体にわたり斑状変晶内に包有鉱物

が入っており，2つのステージが普遍的に確認できるの

である．

　南部の439では，花闇岩ペグマタイトを伴い，biotiteと

microclineが共生するので，斑状変晶とは別の問題とし

て除外し，後に述べることにする．

　ステージ1の鉱物組合せは第1表から

　黒色片岩：sphene，stilpn・melane，alkali　amPhib・1e，

　　　　　graphite，chlorite

　緑色片岩；sphene，alkali　amphibole，epidote，chlorite

　石英片岩：sphene，stilpnomelane，quartz，ePidote

のようにまとめられる．また，これら3種類の岩相に

は，上記の鉱物組合せのほかに，albite，puartz，calcite，

muscovite，あるいはcalcic＆mphiboleの主要構成鉱物が

共存したものと考えられる．

　以上のことから，ステージ1における変成作用の条件

は藍閃石片岩相に近い緑色片岩相に相当するものと推定

される．

　ステージ2の鉱物組合せは以下の通りであるが，主要

鉱物は第1表の中でhost　mineralとして表わした斑状変

晶そのものである（Appendix2）。

　黒色片岩：albite，quartz，muscovite，chlo「ite，9「aPhite

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　garnet，stilpnomelane，土　（calcite，sphene，

　　　　　epidote，ap＆tite，tourmaline）

　緑色片岩＝albite，chlorite，calcicamphiboles，subcalcic

　　　　　amphibole，epidote，sphene，±（ca正cite，

　　　　　qUartZ，mUSCOVite，talC、

　石英片岩：quartz，muscovite，chlorite，stilpnomelane，

　　　　　garnet，calcite：士：（epidote，sphene，albite，

　　　　　calcic　a拠phiboles，subcalcic　amphibole）

　alkali　amphiboleが斑状変晶として成長し，ほぼ均質

な組成を示すが，その外縁部は前に述べたように大抵は

bluishgreen－greenのsubcalcic　amphibole（barroisite）にと

り囲まれている。alkali　amphiboleが単体鉱物として残

存するのはまれで，その場合でも他形の小破片であり，

albite，calciteおよびquartz内に限り観察されるのであ

る．alkali　amphiboleは斑状変晶として成長するものの，

他の斑状変晶と大きく異なるのは，外縁部がsubcalcic

amphibole（barroisite）1こ移化している点であろう．つま

り，他の斑状変晶とともに成長し始めてから問もなく，

alka1搬mphiboleだけは安定でなくなり結晶成長が止

り，急激にsubcalcic　amphiboleが晶出するようになる・

他のcalcic　amphib・1eもbluish　greenを帯びる点を併せ

て考えると，ステージ2に入って間もなく，alkali　am－

phiboleの安定域はなくなり，代ってsubcalcicamphi－

boleが安定になるようである．

　stilpnomelane粗粒斑状変晶3）がalbite4）（土calcite，

quartz）からなる分結脈に伴って成長していることから

も，ステージ2では，斑状変晶，とくに粗粒斑状変晶の

発達とともに，若干の物質移動があったらしい．

　以上の考察から，ステージ2，とくにその後半におけ

る変成作用の条件は，ステージ1よりも幾分温度が高く

緑色片岩相の高温部に相当し，緑れん石角閃岩相に近い

ものと推定される．

　花闘岩ペグマタイトおよびはんれい岩周辺の結晶片岩

はきわめて粗粒になり（438，439），gamet粗粒斑状変晶

は直径6mmをこすほどである（Plate12－3）・花廟岩ペ

グマタイト脈は幅数cm一数10cmで膨縮しながら，片

理に沿ったりあるいは斜交貫入している．花嵐岩ペグマ

タイトは直径10mm以上のmuscovite巨晶（容量比20－

30％）が目立ち，quartz，albiteおよび少量のmicrocline

（myrmekiteを伴う）からなる．肉眼でも顕微鏡下の観察

からも，斑状変晶とマトリックスの区別なくどの鉱物粒

も著しV、g臓nulationを受けてV、ることが判る．とくに

quartzはribbon　textureをもち細長くのびたり，粒間に

はsutured　boundariesが発達している．これらの変形組

織は花闇岩ペグマタイト内のみならず，周辺の結晶片岩

全体に共通して観察できる組織である（Plate16－1，Plate

16－2）。

　結晶片岩内におけるmicroclineは上記のような変形作

用のため顕微鏡下でも識別が困難なので，染色法により

3）stilpnomelane巨晶は肉眼では黒雲母とまったく区別つかない．

444産のst11pnomelane含有緑色片岩はchloriteを多量に伴い，径数

mmのpyriteを含み，肉眼ではstilpnomelaneは緑色を呈するが・

薄片で緑色のものはまれである．

　428産のものは褐色，445産のものは鮮かな榿色を示すが・肉眼では

両者ともに黒色で光沢をもっている．

4、2θ、3、一2θ、3、（CuKα）一1．0。からAb端成分に近いalb量teとみな

される．
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　　第2表　天草下島における長崎変成岩類中に観察された主要地質事象5ステージごとの鉱物組合せ

Mineral　assemblages　during　the’£ve　st＆ges　of　main　geologic　events　in　the　Nagasaki　Metamorphic　Rocks　of

Amakusa－shimoshima．

Stage 1 2 3 4 5

Qμ＆rtz

Albite

Muscovite

Chlorite

Garnet

Stilpn・melane

Alkali　amphibole

Calcic　amphibole

Subcalcic　amphibole

Biotite

Microcline

Calcite

一
『

　　　一　　　　　一

　　　　　　　一

一　　　　一　　　　　｝

Events ReCryStalliZatiOn Segregated　vein，
Porphyroblast

Granite　pegma－
titc，Gabbro

Granulation Vein

Local　heating Defbrmation

Metamorphic£acies

Lower Upper

Greenschist£acies

Progressive Retrograde

Metamorphic毎cies Greenschist　facies

Progressive

Solid　Iine：mineral　present　commonly；10ng　dashes：m加eral　present　in　a　few　samples三empty　space：mineral　absent．

その産状と分布を調べた．microclineは普遍的に晶出す

るのではなく，ある片理面（原岩の層理面）に沿って2－

3cm位の幅で，1mm以下の結晶が散在し，ときには

ribbontexture状につながることが判った．

　おもに片理面に平行な花闘岩ペグマタイトやペグマタ

イト近くの結晶片岩の粗粒部には，biotite（3mm以下）

をみることがある（X線回折法による鉱物同定）。

　このbiotiteはreddishbrownを示し，いつもmusco－

vite巨晶内にあるか，あるいはgarnetの斑状変晶内に閉

じ込められている．とくにgamctの中では，大半chlo－

riteに置換されている（Plate17－2）・

　biotiteとmicroclineの起源については確かではない

が，花嵩岩ペグマタイト脈貫入に関連する局所的な温度

勾配の増大，または花嵐岩ペグマタイト物質の結晶片岩

内への浸透によるものであろう．この推定は直径数mm

大のgamet粗粒斑状変晶の異常な発達状況からも十分

確からしく思われる．

　biotiteとmicroclineを含む結晶片岩は前に述べたよう

に著しいgranulationを受けてV・る．gametが壁開に沿

って同一方向にずれ動き，microclineも壊されg＆metと

同じ方向に差動している（Plate15－1，Plate15－2）・変形

した鉱物粒の割れ目には微粒の粉状鉱物が粒間をうめ，

一部は再結晶し，quartzのsutured　boundariesやmortar

textureのような変形組織が目立っている．これら微粒

の再結晶鉱物は容易に同定できないが，quartz，albite，

muscovite，chlorite，microcline（染色法によると，細脈

に沿っても少量確認できる．残存破片の可能性もある）

からなるものと推定される．

　本地域における結晶片岩の変成・変形の過程を第2表

2にまとめてみた．前に述べたように，ステージ1は斑

状変晶内に含まれる包有鉱物の組合せから推定したもの

である．ステージ2は斑状変晶とマトリックスの鉱物組

合せに基づいており，とくに粗粒斑状変晶とsubcalcic

amphiboleはこのステージ2の中頃以降に形成されたと

考えた．ステージ3は花商岩ペグマタイト貫入によって

生じた鉱物組合せからなり，本地域における長崎変成岩

類の受けた変成作用の最高部を示すものである．

　各ステージの間の時聞の隔たりやあるいは相互関係に

ついては明らかでないが，定性的には次のように推論で

きる．

　粗粒斑状変晶の成長速度や均質なalkali　amphibole

（crossite）の外縁部が数μmの距離で，subcalcic　amphi一
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boleになるという急激な組成変化から考えると，ステー

ジ1からステージ2（中頃以降）への変化は緩慢なもの

ではなく，むしろ急な温度上昇があったものと推定され

る．

　ステージ3の鉱物成長には花闇岩ペグマタイトとはん

れい岩の貫入が大きな役割りを果たし，本地域の最高の

変成度を示す。ところで，その温度上昇と物質移動と

が，北部と中央部の両区域におけるステージ2の変成作

用と，時間の上で関連づけられるか否か難しい問題であ

る．しかし筆者らは本地域全体にわたる斑状変晶の成長

と，北部の分結脈形成および南部の花南岩ペグマタイト

貫入に伴う粗粒斑状変晶の成長とは，形成時期の上では

ほぽ同じであり，成因的にも互いに深くかかわり合って

いるものと解したい．

　ステー．ジ4における変形作用は，mortar　textureので

き方からみて温度がかなり低下した後のこととみなされ

る．

　ステージ5の細脈は，ステージ4の変形作用の途中に

でき変形を受けているものもあり，ステージ4と5との

間の時間的隔たりは小さかったようである．

4・はんれい岩類

　4。1南部区域（438，439地点）

　はんれい岩は粗粒結晶片岩（Plate12－3）に貫入する

が，接触部では細粒で玄武岩質であり流理構造をもって

いる．しかし，このfoliationがあたかも緑色片岩のよ

うにみえる．斑晶と石基はともに，おもにgreenhom－

blende，plagioclaseおよびepidoteからなる．

　接触部から離れた粗粒のはんれい岩体は，暗灰ないし

黒色，塊状で，径10mmのbrown　homblendeの斑晶を
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第6図　大ガ瀬と試料採集地点を示す図
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第7図　流理構造をもつはんれい岩（A）中に貫入する

　　　珪長質相（C）の貫入様式を示すスケッチ．は

　　　んれい岩中に2個の角閃岩破片がみえる．

Asketchshowinganintrudedpattemoffdsic
魚cies（C）into　gabbro　with　fluidal　structure（A）。

Two　amph玉bolite　fンagments（B）are　seen　in　the

gabbrQ（鰹3竈》Ogase）◎

含むこともあるが，平均1－2mmの粒径をもち，さらに

brown　homblendeが濃集するhomblenditeといえる岩

質も見受けられる．

　細粒相も粗粒相もgranulationによるmortar　texture

を示すが，とくに粗粒相においては顕著である．細脈が

できているのは，結晶片岩内と同じで，鉱物組合せも

第2表のステージ5と同じである．

　4．1大ガ瀬
　300m四方の海上に，大小20－30個の瀬が散在するが

（第6図，436，437地点，Plate12－4，Plate13－1），30－

40mに突起する大きな瀬は5個位で，ほぼ南北に連なっ

ている．

　瀬はおもに中粒のはんれい岩（greenhomblende，少量

のsodic　plagioclase，sphene，epidoteからなる）で，一般

にMO。W，垂直の流理構造を有し，なかにamphibolite

の破片（第7図）をとり込んでいる．

　珪長質岩脈（花歯斑岩ないし石英閃緑岩斑岩と組成変

化する）が南北方向に平行に多数貫入する（Plate13－2）．

　岩脈の貫入方向と同じ南北性のmylonite化が著しく，

全岩石がmortartextureをもってV・る．大ガ瀬西端（437）

では，粗粒石英閃緑岩が20mm以下の岩片に壊される

ことがあり，その間をうめるマトリックスはcataclastic

で，おもに石英閃緑岩を構成する鉱物の破片からなる．
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また，このマトリックス内には他種の岩片が含まれるこ

ともあり，いずれも径1－20mmである。たとえば，斑岩

やアプライトがとりこまれ，大ガ瀬を構成する岩石の多

様性を物語っている．しかしこれらの岩石は一見して普

通の粗粒はんれい岩ないし石英閃緑岩と区別がつかない

位均質にみえる岩相である．

　plagioclaseはいわゆるsaussurite化をうけ，一部の

sodic　p玉agioclaseが確認できるにすぎない．

　幅数mm以下の細脈が不規則に入り乱れ，その内の一

部には紫色のaxiniteを主成分とするprehniteとalbite

を伴う細脈が認められる．

　大ガ瀬を構成する岩石の形成時期は全く判らない，し

かし，間接的ではあるが，後に述べるように小ガ瀬の地

質から，形成時期が白亜紀後期より以前であったことは

確かである．本地域陸上の長崎変成岩類のもつ地質構造

には認められない南北性の大きな構造帯が大ガ瀬には存

在し，地質構造運動の性格が違っている．

　大ガ瀬がはんれい岩ないし珪長質岩複合岩体をなすこ

と，および角閃岩の変成岩破片を含むことから，前述の

陸上のはんれい岩とは異なり，“夜久野複合岩体”（IGI，

1973）を含む舞鶴構造帯に似た地質構造帯が大ガ瀬周辺

地域に存在するのではないかと，筆者らは予測し，この複

合岩体を大ガ瀬はんれい岩複合岩体と呼ぶことにしたい．

◎
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　　第8図　小ガ瀬の地質図

Ageolog圭cmapoftheKogaseislets．
A＝conglomerate（礫岩），B：sandstone（砂岩），

C：shale（頁岩）

され，小ガ瀬の方へ多量に運搬された可能性は十分であ

る．しかし斑状変晶を含む長崎変成岩類の破片が全く含

まれないことは，白亜紀後期の古地理を考える上におい

て重要な問題となろう．
5．小ガ瀬の地質

　南北130mの広がりの中に，3つの瀬が海上に浮かんで

いる．南と真中の大きい瀬が高さ30m位に立ち，ピラミ

ッド型をなしている（第8図，Plate13－3）・下部から上

へ，礫岩・砂岩・薄い頁岩と続く（Plate13－1）．頁岩は暗

灰ないし褐色で，数mm位の二枚貝の破片とみられる化

石が多く産出する。

　礫岩の礫は亜円ないし角礫状で，径10cm近いものか

ら数mmまで多様で，淘汰は良くない（Plate14－2）・礫の

種類は片麻状花商閃緑岩，はんれい岩，閃緑岩，アプラ

イト，角閃石含有片麻岩，チャート，安山岩など多彩で

ある。礫岩のマトリックスは暗灰ないし褐色で，砂岩と

同じ物質からできている．砂岩は多種類の岩片・鉱物片

にとみ，肉眼で確認できなかったが，細粒の結晶片岩な

いし千枚岩（長崎変成岩類に比べ，きわめて細粒であ

り，対比は不可能），も含んでいることが判った．マト

リックスはhomblende，epidote，plagioclase，quartz，

sphene，K－feldsparなどからなり，greenhomblendeに

とむ点が特記されよう．

　小ガ瀬の地質の特徴から，堆積物の供給源は比較的近

くに求められ，約2km北方の大ガ瀬周辺の岩石も削剥

6，　まとめと考察

　本地域の先第三系を要約すると次のようにまとめられ

る．

1）本地域の長崎変成岩類は南北7km，東西2kmの狭

い面積を占めるにすぎない．

2）　長崎変成岩類は斑状変晶を含む比較的粗粒の結晶片

岩からなる．

3）原岩の岩相は大半泥質ないし砂質岩からなるが，中

下部数10mの珪質岩と直上の淡緑色岩，下部の薄い珪質

岩・緑色岩，および石灰岩レンズが鍵層となる．

4）長崎変成岩類の構造特性は中央部を頂点とする二枚

貝の貝殻を伏せたような緩い隆起にたとえられる．とく

に中央から東側の単調な構造が支配的であり，全層厚約

600mの地層が走向N200E，傾斜20－30QEで傾くように

みえる．この構造を規制する摺曲構造はN50－70QEへ15

－200落しとN40。W方向の緩い摺曲軸の2つである．

5）北部区域では激しく摺曲し，地層面が立ち，また分

結脈も多くでき脈内や周囲の結晶片岩にはstilpnomelane

粗粒斑状変晶が伴われる．南部では花闇岩ペグマタイト

やはんれい岩が貫き，径数mm以上のgamet粗粒斑状
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変晶ができ，かつbiotiteとmicroclineを伴う．

　両区域とも，上記の全体構造と一致しない摺曲構造を

もつ。

6）斑状変晶中の包有鉱物を識別することにより，変成

作用はステージ1：藍閃石片岩相に近い緑色片岩相と，

ステージ2：緑れん石角閃岩相に近い緑色片岩相とに区

別できる．ステージ2の斑状変晶形成時には火成岩貫入

による熱と物質移動が関与したらしい．

　7）南部区域においてはretrogradeの変形運動があっ

た．

8）沖合の大ガ瀬ははんれい岩ないし珪長質岩複合岩体

からなり，角閃岩の変成岩破片をとりこんでいる．著し

くmylonite化し，ほぼ南北性の構造帯を形成しているら

しい．

　以上の天草下島西端の長崎変成岩類と大ガ瀬はんれい

岩複合岩体についての検討結果に基づき，北西九州にお

ける先第三系の地体構造区分上の諸問題に関し，筆者ら

の見解を述べてみたい．

　地質構造と層序対比

　天草下島の長崎変成岩類の観察事実から判るように，

比較的緩傾斜構造をもっ結晶片岩地域では局部的に火成

岩の貫入を受けたり，局部的に別の要素の摺曲・変形が

加わると，構造特性が大きく乱れるような印象を与えて

しまう．しかし，鍵層を追跡することによって組立てた

マクロの構造特性は，小スケールの局所的構造変化に影

響されることなく保存されることが判る．

　天草下島における長崎変成岩類はマクロの構造特性の

上から，西彼杵半島東半部のそれに近く走向N20－30。E，

東へ緩傾斜する．しかし，野母半島では半島の伸長方向

と同じN　E方向に長崎変成岩類の走向はのび，両地域と

やや異る．海域における資料（INOUE，19751木村ほか，

　　　　　　　　　　　　　あじそ　ね1975）から，野母半島の南西25kmの鯵曽根や，さらに

南西に向けて野母半島から約80kmまで結晶片岩がのび

るようで，長崎変成岩類は西彼杵半島から南下するにつ

れて末広がりに分布域を拡大するらしい（第1図）．

　長崎変成岩類の岩相と層序は，蛇紋岩体および付随す

る緑色片岩（西彼杵半島北部と野母半島に多い）を除く

と，西彼杵半島・野母半島および天草下島の3地域とも

に類似している．すなわち，多量の泥・砂質岩源の黒色

片岩中に，鍵層になる石英片岩が膨縮しながら連なる

が，石灰岩レンズだけでは野母半島と天草下島のみに発

見されている．

　大胆なまとめ方をすると，層序と構造からは同じ層準

の類似岩相がNNE－SSWに連なり，西彼杵半島・野母

半島および天草下島の3地域のそれぞれにおいて，同じ

ような緩い軸傾斜の摺曲軸をもって分布していると考え

られる．つまり同一層準の地層がechelon状に東へずれ

ながら南方へ続くように見える．長崎変成岩類の原岩の

層厚はもともと薄くて，他の岩相・層準を欠いていたた

め，3地域に類似性があるのかも知れない．

　ここにまとめた構造特性は，本州（秩父）地向斜西縁

地域の地質解明上重要な手懸りを与えてくれるのであ

り，本州・四国に顕著な三郡・領家・三波川3帯の構造

区分の西方延長や琉球弧との関連に言及する以前に詳し

く論じられるべき問題のように筆者らには思える．

　最近発見された野母半島西部における変はんれい岩複

合岩体とその4億年基盤岩問題（猪木ほか，1976）や，

天草下島西方沖合における類質岩体，すなわち大ガ瀬は

んれい岩複合岩体の存在は，まさに本州（秩父）地向斜

西縁地域の地質と基盤問題につながっているのである．

　花嵩岩と呼子ノ瀬戸断層

　西彼杵半島西端の高帆山（第1図）にはN300W方向

で垂直の流理構造をもつ角閃石黒雲母花崩閃緑岩が露出

し，長崎変成岩類との境界付近でmyloniteや圧砕性花

崩岩になり，幅数10mの断層破砕帯を作る．つまり，相

ノ島帯と西彼杵帯の間には大きな変位が認められる．こ

の断層は西南目本の中央構造線と比べると，鹿塩時階の

変位とみなすことができ，呼子ノ瀬戸断層5）（礒見ほか・

1971）’に沿う最古の変位である．

　呼子ノ瀬戸断層に伴うmyloniteは前述の高帆山東方付

　　　　　　　　　　　　　そとめ近から，大瀬戸町上郷を通り，南方の外海町赤首沿岸

（第1図），三重村沖付近まで確認できるが，以南は海域

に入り，また高島炭田などの古第三系が覆うので判らな

5）呼子ノ瀬戸断層
　長浜・松井（1958）が，西彼杵半島北西部の釜敷山と西方沖合の寺

島の間の海底をNNE－SSW方向に走る推定断層として定義した．標

式地が海底であるためその存在は確認されなかったけれど・提唱者は

この推定断層の北方延長部を佐々川断層に関連づけ，佐々川一呼子ノ

瀬戸構造線を形成する可能性を同時に指摘した．

　その後，長浜（1962）は呼子ノ瀬戸断層運動について，（£先第三紀，

（2）寺島層群堆積後から松島層群堆積時にかけて，および（3）西彼杵層群

堆積後の3時期の活動を区分したが，最初の定義をそのまま踏襲して

いる．

　呼子ノ瀬戸断層がN－S方向に変更されたのは橘（1962）からであ

る．すでに野田・牟田（1957）が高帆山東方の柳から瀬戸東部へ至る

N－S方向の断層を引v・てV・ることを重視した橘（1962）は，長浜・

松井（1958）の呼子ノ瀬戸断層とは一致しないが，このN－S方向の

断層を呼子ノ瀬戸断層と呼び，花崩岩類の東端を断つものと定義した．

　NAGAHAMA（1964）も断層をN－S方向に変え，北方へ延長させて
佐々川断層・相ノ島断層に結ぴ，これらと斜交させている．また南方

へは，NNW－SSE方向で三重村付近まで延長し，破線で図示するに

とどめている．長浜（1965a，b）におV・ても，上記の内容が継承され

ている．

　礒見ほか（1971）は，呼子ノ瀬戸断層を佐々川断層と関連づけない

で，むしろ先第三紀の活動を重視し，西彼杵帯と相ノ島帯との境界と

いう見地でとらえた．また断層の挙動と性格は‘‘中央構造線”に似る

と述べた．本文で用V・る呼子ノ瀬戸断層は礒見ほか（1971）の見解に

径う．
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くなる．野母半島先端の北西方5kmの三ツ瀬には局部

的に走向N20。W，傾斜70。Eの流理構造をもつ花歯閃

緑岩があり，もし呼子ノ瀬戸断層がこの辺りまでのび野

母半島との間を通るとすれば，S字形に曲ることにな

る．しかし，未公表資料であるが海上音波探査の結果に

よると，この辺りでは呼子ノ瀬戸断層は不鮮明になり存

在しないらしい．呼子ノ瀬戸断層は北部において大きく

変位する一種のhinge色ultとみなすことができる．

　西彼杵半島北部における相ノ島帯と西彼杵帯の対立も

また南下するにつれて次第に薄れてゆく・すなわち，相ノ

島帯に限られていた花崩岩類は，南下するに従い西彼杵

　　　　　　　　　　　　　かばしま帯内部にも侵入し，野母崎先端南部の樺島（岩崎，1954）
　　　　　も　ぎや長崎市南方茂木付近（第1図）（橘，1962；今井ほか，

1965）にも，また天草下島南部の花南岩ペグマタイト貫
　　　　　　　こしきじま
入や，さらに南方で甑島北方30km付近（木村ほか，

1975）など多くの貫入岩体が確認される．

　長崎変成岩類の形成史

　筆者らは，本文の中で天草下島の長崎変成岩類の形成

過程を検討した結果，粗粒斑状変晶の形成には火成岩の

貫入が関与し，小区域ながら構造を乱し隆起状況にある

こと，さらに粗粒斑状変晶のみならず，径0，2mm位の

alkaliamphiboleでもその外縁部が急激にsubcaldc

amphiboleに移化する事実から，低温高圧型の広域変成

作用（藍閃石片岩相に近い緑色片岩相）のある時期には

急激な温度上昇とがあって粗粒斑状変晶が生じたと考え

た．筆者らはさらに一歩進んで作業仮説として，結晶片

岩中の斑状変晶形成には広域的な温度上昇の源泉，すな

わち火成岩，おそらく小岩体の花闘岩類の貫入・上昇が

関与したものと考えている．

　事実，野母半島にはいくつかの花商岩類の小岩体が発

見されている（広川・水野，1962）．西彼杵半島の長崎変

成岩類にも，きわめて粗粒の斑状変晶が発達するが，花

陶岩類の貫入やその徴候は発見されていない．しかし，

その深部にいくつかの花闘岩類小岩体の存在を期待して

いる．

　呼子ノ瀬戸断層北部におけるhinge　faultの大きな変位

と両側の際立った対照性は“ペア変成帯”を思わせる．

しかしその対照性億南下に従い薄れてゆき，結晶片岩中

年も小岩体の花闇岩類が貫入するようになる。つまり対

照性の本質はhingefaultに起因するものと解したい．そ

の機構は，花嵩岩マグマが多量に上昇貫入し，結晶片岩

も高いレベルヘ隆起させるが，なかでも花南岩体深部

（流理構造をもつ片麻状花陶閃緑岩）の現われる部分に

大きな変位が起り，hinge魚ultが誕生したのであろう．

　九州北西端の長崎変成岩類と花崩岩類とに関する筆者

らのこの作業仮説は，従来の“ペア変成帯”説，すなわ

ち低温高圧型の結晶片岩には小岩体といえども花闘岩類

の貫入（後生でなく同時期の）がないとする考えと，根

本的に対立するものである．

　たとえば，次のような課題を考えてみると本質は一層

明白になろう．

　長崎変成岩類の分布域（西彼杵帯）を仮りに現地表下

5km，あるいは10kmの深さまで削剥したら，粗粒斑状

変晶を含む結晶片岩は何に移化するのであろうか．片麻

岩か花闘岩か．

　また，現在の領家帯の上に，今は失われてしまった地

質を再現させたとしても，もし多量の花闘岩マグマが貫

入していなければ，果して三郡帯や三波川帯と全く性格

のちがう岩石が存在したのであろうか．本州（秩父）地

向斜における層厚の地域変化，摺曲変形，埋没深度，低

温高圧型変成作用の時系列変化，隆起削剥などの変遷を

考えると，もともと3帯とも同一の地向斜内にあったも

のが三郡帯と三波川帯とに分割されたのは巨大量の花商

岩マグマの発生・上昇・貫入による隆起の結果ではない

だろうか．

　丁度，呼子ノ瀬戸断層周辺の地質構造発達史は，スケ

ールこそ小さいが，これらの問題を解く鍵になるように

思われる。

　変成帯の対比

　九州における変成岩は狭い分布しかもたず，しかも各

岩体は寸断され連続しないので変成帯を構成するかどう

か判らない場合もあり，地質解明や相互対比には不利な

条件を負っている．それでも変成帯の相互対比は最近の

広川（1976）を含めてきわめて多く試みられている．い

うまでもないことであるが，各変成帯の特性をどうとら

えて定義するか明確にしておかないと混乱を生むおそれ

がある，

　たとえば，次のようなすでに論じられている事項，

　①地域的広がりと延長一lsoMI（1968），寺岡（1970）

　②原岩層序一端山（1962），唐木田ほか（1969）

　③地質構造と摺曲・変形（マクロ・メソ・ミクロの諸

　単位）一原・秀（1974）

　④変成岩鉱物組合せと変成作用のタイプー唐木田ほ

　カ》　（1969），HAsHIMoTo　et　aL（1970）

　⑤超苦鉄質岩のタイプと貫入時期一RESEARCH

　GRoup　oF　PERIDoTITE　INTRusIoN（1967）

　⑥花商岩類・はんれい岩など火成岩と接触変成作用一

　岩崎（1954），広川（1976）

　⑦隆起・冷却・削剥と不整合関係一広川（1976）

　⑧放射性年令（全岩・鉱物・クロスチェック）一唐
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　　木田ほか（1969）

　⑨Mn・Cuなど鉱床の性質一関根ほか（1960）

に加えて，今回筆者らが提起した

　（i）斑状変晶の成因に火成岩（おそらく花嵩岩類）が

　　関与した

　（盤）花商岩類上昇に伴うhinge　faultの形成

の新しい見解を加えた，諸問題を包括した時系列変化の

全貌，つまり変成帯の変遷を明らかにした上で対比論を

展開すべきであろう．

　本文では長崎変成岩類が三郡帯か三波川帯のどちらか

に属するか，どちらにも属さないか，琉球弧の要素を含

むか否か，などについて明言をさけた．また放射性年令

のデータについてもほとんど触れなかったが，西彼杵半

島と野母半島の地質特性をまとめる際に改めて論じてみ

たい．
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Appe蹴戯x　L Grid　re琵rence　to　sampling　sites・1

Sample　No．

428

435

436

437

438

439

440

441

442

443

444

445

446

447

443

449

450

451

452

453

Longitude
　（E）

129。59．4：1ノ

57．82ノ

59．13ノ

59．06ノ

58．96，

58．90ノ

59．51，

59．OO1

58．89，

59．36ノ

59，30ノ

59．28’

59。29ノ

59．15’

59．77’

58．89ノ

58．88，

58．81’

58．78ノ

129。59．31ノ

Latitude
　（N）

32。22．30’

19．09ノ

20．51ノ

20．55ノ

19．59ノ

19．60ノ

22．95ノ

21．86ノ

19．77ノ

22．24ノ

22．22ノ

22．Uノ

22．06ノ

2L86’

21．05’

21．50ノ

21．17ノ

21．02ノ

20．78ノ

32。21．55ノ

Locality　Name＊

高浜西方
小　 ガ　瀬

大　 ガ　瀬

〃

ビシャゴ岩東方

〃

諏訪北西，灯台北方

西平北・サザエ瀬近く

ビシャゴ岩北方

高浜西方
タ

ノノ

ケ

西平北方

西

西

ノノ

平

平

酉平南方
焼

大

崎

野

Topographic
　　Map

1

2

1

1

2

2

1

1

2

1
豆

1

1

1

1

1

1

1
三

1

GEMSNo．

Rl2285－88

R12315－19

R12320－24

R　l2325－26

R12308－10

R　l2311－14

R12284

1｛12296－97

R12307

R12289

R12290－92

R12293

R12294

R12295

Rl2298

1｛12300－Ol

R12302

R12303－04

R12305－06

R12299

索General　Locality　Name：Amakusa－ch6，Am＆kusa－g㎜，Kumamoto　ken（熊本県天草郡天草町）

Topographic　Map　h　1125，000Amakusa－takahama（天草高浜）

　　　　　　　　1150，000Tak批hama（高浜），NI－52－18－2

　　　　　　　　11200，000Nomozaki（野母崎）

　　　　　　　2：1！25，0000e（大江）
　　　　　　　　1150，0000nikizaki（魚貫崎），NI－52－18－3

　　　　　　　　11200，000Nomozaki
GEMS　No，：R．egistered　sample　number　stored　at　the　Geological　Museum，Geological　Survey　ofJapan、
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A鞭磯戯x2。Mineral　assemblages　of　the　Nagasaki　Metamorphic　Rocks　in　the　westemmost　Amakusa－

　　　　shimoshima　area（Trace　minute　inclusions　in　porphyroblasts　omitted）。Samples　are　listed丘om　the

　　　　north　to　the　south．

Sample　Rock

Number　Type

Minera1

ロ

リ
寂

＆

　　　　　　　の　　　O　　　 o　 譜

　　　　　　　あ

　　　£O　　O　　o
o　　o　，Ω
暑　ε　お
調　 諸　　Q岨
α　儀　貫
9　霞　G
邸　　G　　g
　　　　バね　　の　　の
d　一δ　憲
ゆ　　ぽぬ　　ご　　り

＜Q書　　　の

　　　　の　　　の　　ぽO　o　．冒　・嵩　 0
8ぢ識　邸も綴　℃　α　鋸　d

8吾ε暮身
　　　　←

GEMS
㊤
．督

試Number
山

440

428

443

「霧

A
避
／c

B ○ O ○ O O ○ ○ ○ R12284

B
S
e
g

re一
O ○ ○ ○ ○ ○ ○

．
○ O ○ R12285

gated ○ ○ ○ ○ ○ R12285
vein

G O O O O ○ O ○ ○ ○ R12286

q ○ O ○ ○ O O O R12287

C O O t ○ O ○ ○ Rl2288

Q
1・
O ○ ○ ○ ○ ○ O O O R12289

444／A＃＆ 　○　O

O　　O
O　O　O

O　O ○

○　○

○

○　O　R12290
0　　　0　　　1し12291

445」q ○ ○ O　O　O O ○ ○ R12293

446

447

44看儘

448

453

G　O　O　O
G ○　○

G　　　O
q　O　O

q　O　O　O

q　O

O　O
○

O
O

○
○ ○

○ O O

O　O

○

○

○

○　○

O　O　O　O　O
O
， O O　O
O
○

○

○

R12294

R．12295

R12296

R．12297

Rl2298

R12299

449｛盒＃ B　O　O

Q　O　　O
○　○　○

　O　O
O
O

O　O　O　O　O
　　　　　　O

R12300

R12301

450判 q
・1

○ ・回 ！ ・回・ 1・
Rl2302

451儘 B　O　O
q　o　O　O

O　O
O　O

O　O　O　O　O
　O

R12303

R12304

452A　　G ○ O O　O　O　O R12305

442 G O ○ ○○ R12307

438｛盒＊雪

　　＃

439A＊　B　　＃

O
○　　　　○

　O　O　O
○

○

O
○

○

○ ○

R12308

R12309

○ ○　○　○ ○ O
（RockType）B：graphite－bearingblackschistlG：gr㏄nschistl

C；calcareous　schist．

＊＝Staまned　thin－section；＃：shown　in　Plate14－1－Plate16－2・

O　O　O ○

q；quartzose　schist　and　pale－green　schist3

R12311
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地質調査所月報（第27巻第10号）

Appe脳盈鰍3． Chemical　composition　of翫n　alkali　amphibole（crossite）in　alkali　amphibole－epidote－muscovite－

chlorite－calcite．quartz　schist（450）and　GI－component　calculated　by　SHIDo’s　method（1958），

assuming　ferrous　to　total　Fe＝0．75and230十〇H．

Chemical　analyses　were　performed　by　means　of　electron－probe　microanalyzer　wi声h　about1μm一

£ocussed　electron　beam　accelerated　at15kV　and　O・02μA（JEOL5A）・The　m＆chine　wa～controlled

automaticallyby　a　mini－computer　with　a12kW　memory　and　the　operation　software　programmed

by　OKuMuRA　and　SoYA（1976）．According　to　counting　statistics　of　X－rayphotons，the　accuracy　of

measurement　provides　only　two菖igniHcant丘gures　or　less　in　th6present　analyses　used　X－ray

intensities　less　than10，000counts　per10seconds．For　convenience，s　sake，however，calculation

down　to　two　places　ofdecimals　is　made　and　shown　in　this　Appendix3，like　in　a　convent呈onal　way

of　tabul飢ion，but　printed　in　smaller　point．

Analyzing　spot

Sio2

Tio2

A1203

Fe203

FeO

MnO

MgO
CaO

Na20

K20

H20

Total

1

53．
　　17

0

2，71

4。95

13．
　　32

0．20

12。01

7。75

3。18

0・15

2。05

99。49

2

54。69

0。06

4。40

5．26

14。17

0．27

9。55

2．19

6．03

0．07

2。06

98，75

3

56．10

0

4。35

4。92

13．25

0．26

10。52

5
ゆ

　4

0

6㊤

70

80

◎
　3

9

20
1

1．40

6．23

0。03

2。09

Figure9

99．15

15％m

Analyzed　point～of　an　alkali　amphibole

（峨5⑰）。Chemic＆l　data　are　shown　in　the

tables　ofth圭s　Appendlx．

X讐paleyellow，Y＝lavender，Z＝
1ight　lavender，elongation　（十）。［Thin

margin＝X篇pale　yellow，Y嵩green，
Z＝bluishgreen，elonga．tion（十）］

Analyzing　spot

1

2

3

4

5

6

7

8

9

G1－component
　　　　（％）

27

65

63

62

46

63

66

59

32
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1　石墨片岩と緑色片岩の互層中にみられる鋭角に摺曲した石灰岩起源

　　の結晶片岩

　　Tightly　folded　limestone－derived　schist　in　an　altemation　of　graphite

　　schistandgreenschist（428）、Barscaleislmlong，

2　石英片岩中の摺曲したマンガンに富む層

　　Folded　Mn－ore　enriched　layer　in　quartz　schist（444）．

3　直径6mmをこすざくろ石斑状変晶を含む粗粒の石英質片岩．

　　Averycoarse－grainedquartzoseschistprobablyderivedfヤom
　　sandstone　contains　large　gamet　porphyroblasts　reaching6mm

　　across．A　thin　white　band　measuring　a　few　centimeters　in　width　is

　　pegmatitic　facies　which　thins　out　to　the　left　sideラand　contains　book－

　　1et　mu～covite　measuring　lO　mm　across　and　a　small　amount　of　biotite

　　Hakest・・（439）．
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灘灘灘難灘灘灘i灘、

鍵講

　　ぬ　

緩畿撫，
黙：饗灘

欝繊

1　大ガ瀬西面．2っの大きい白い断崖は鳥のふんで汚れてみえる．左側の2っの岩塊では珪長質岩脈がほぼ平

　　行に貫入する．この岩塊の反対側はPlatel3－2に写っている

　　West　side　ofthe　Ogase　islets・Two　large　white　cli館are　painted　by　birds，droppings・The　le食two　blocks

　　show　an　intruded　p飢tem　offdsic　dykes。The　other　side　ofthe　blocks　is　shown　in　Plate　l3－2．

2　大ガ瀬北部の東面．南北方向に珪長質岩脈が貫入する

　　An　intruded　pattem　of　fblsic　dykes　stretching　in　a　N－S

　　direction。East　side　of　the　northem　Ogase　islets，

山
ミ

窮

s
砺
ミ

ミ

～
愚
§

5
⑩
「

3　小ガ瀬の南側斜面

　　Southern　side　of　the　Kogase　islets．
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B麗JJ・060」・Sπ7∂。」角クごzη，VioJ．27
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・敏　　・・　　一

闘♂簿lll騨署聴》薯勢

　　　　　1　小ガ瀬の礫岩と砂岩

　　　　　　　Conglomerate　and　sandstone　in　the　Kogase　islets。

網』鍔

2　淘汰の良くない礫岩とその礫質の多様性．暗色マトリックスに注目　（小ガ瀬）

　　Ill－sorted　conglomerate　and　various　gravels，Darker　matrix　is　noticeable（435。Kogase　islets）．Bar

　　scaleislmlong。

　　Explanations　to　Plate　l5－1～Plate17－2．（Bar　scale　is　l　mm　long。）



βz〆ム　0801。5『z67∂。」αクαπ，レbJ・27 P伽815

l　Granoblastic－polygonal　texture　of　stilpnomelane－chlorite－muscovite－albite－quartz　schist（艦9，crossed

　polars）。

2　Stilpnomelane　porphyroblast　encloses　minute　grains　of　sphene　helicitically，but　no　other　miner乱l

　grains（騒展，lower　polar　only）。



B∂π。（穿60」．Sz47∂。」ごψαπ，レ＝oJ。27 PJ傭16

驚鎌難麟麟，鐘．縫、麟鰹
　　　

灘　
　　灘欝

継
．蟷灘

壌霜ヰ

1

．響

2

1＆2Mortar　texture　and　deformational　dislocation　in　gamet（10wer　le負）are　clearly　shown。

　　　Strained　grains　of　large　porphyroblasts　are　surrounded　by　fine－grained，crystalline　new　quartz，

　　muscovite，chlorite，etc．Sutured　quartz　boun　daries　due　to　post－crystalline　deformation　are　also

　　shown。Microcline　has　a　perthite　texture　with　string－shaped　sodic　plagioclase．5－1110wer　po1我r

　　only35－2：crossed　polars（4垂39）・



βz〆」。σ801。3π7∂。」免クαη，レbJ．27 P伽617

欝鷺毒、驚麟灘灘灘曇鍵・，鎌鱗灘籔難麟驚雛1㌻濠l

l　Alkali　amphibole（crossite）is　ma雌led　by　subcalcic＆mphibole（barroisite）in　epidote．muscovite－

　　chlorite－calcite－quartz　schist（農50，lower　polar　only）。

壌灘．1

、鍵

懇

難麟

2　Relict　biotite　enclosed　in　porphyroblastic　gamet。Biotite　is　commonly　altered　into　chlorite（唾39，

　　10wer　polar　only）．




